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住
民
検
診
（
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
間
接
撮
影
・
血
圧
測
定
）

の
日
程

　
定
期
結
核
健
康
診
断
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
撮
影
と
今
年
か
ら
循
環
器
検
診

（
血
圧
測
定
）
を
行
い
ま
す
の
で
該

当
者
は
必
ず
受
検
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

▽
該
当
者

　
十
日
町
市
内
に
在
住
す
る
住
民
。

　
（
た
だ
し
職
場
検
診
、
小
学
校
に
入

　
学
し
て
い
な
い
子
供
、
小
学
生
、

　
中
学
生
、
高
校
生
は
除
き
ま
す
）

▽
注
意
と
お
願
い

○
こ
の
検
診
だ
け
は
個
人
通
知
を
致

　
し
ま
す
が
、
個
人
通
知
の
届
か
な

　
い
方
、
職
場
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

　
を
実
施
し
な
い
所
に
勤
務
し
て
い

　
る
方
は
最
寄
り
の
会
場
で
受
検
し

　
て
く
だ
さ
い
。

○
個
入
通
知
の
注
意
事
項
を
良
く
お

　
読
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
個
人
通
知

　
は
会
場
に
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。

○
検
診
後
、
通
知
の
な
い
方
は
異
常

　
が
な
か
っ
た
も
の
と
ご
承
知
く
だ

　
さ
い
。
精
密
検
査
の
必
要
な
方
に

　
は
連
絡
い
た
し
ま
す
。

◎
年
に
一
度
は
隔
家
そ
ろ
っ
て

　
　
　
健
康
診
断
を
し
ま
し
ょ
う
！

月
　
　
日

会
　
　
　
場

実
施
時
間

対
　
　
象
　
　
地
　
　
区

6
月
－
日

（
火
）

飛
二
小
学
校

枯
木
又
分
校

午
前
9
時
2
0
分
～
1
0
時

東
枯
木
又
、
西
枯
木
又

飛
二
小
学
校

午
前
10

時
半
～
H
時
半

宇
田
ケ
沢
、
菅
沼
、
山
新
田
、
小
貫

飛
一
小
学
校

一
、
一
ツ
山
分
校

午
後
1
時
半
～
2
時

三
ツ
山

新
水
克
雪
セ
ン
タ
i

午
後
2
時
半
～
3
時
半

新
水
、
蕨
平
、
上
田
原

6
月
2
日

（
水
）

飛
一
小
学
校
午
前
9
時
～
1
0
時
半

嘉
勝
、
盃
木
、
焼
野
、
魚
之
田
川

市
之
沢
作
業
所

午
後
1
時
～
1
時
半

中
条
市
之
沢

6
月
3
日

（
木
）

中
条
小
学
校

午
前
9
時
～
n
時
半

中
条
島
、
峠
、
梅
沢
、
中
条
新
田
、

北
原

中
条
公
民
館

大
井
田
分
館
午
後
1
時
半
～
3
時

三
和
町
、
四
日
町
新
田
第
一
・
第

二
・
第
三
・
第
四
、
南
新
田
町

6
月
4
日

　
（
金
）

中
条
公
民
館

大
井
田
分
館

午
前
　
午
後

9
時
～
3
時

四
日
町
第
一
・
第
二
・
第
三
・
第

四
、
尾
崎
、
五
軒
新
田

6
月
7
日

　
　
（
月
）

中
条
公
民
館

午
前
　
午
後

9
時
～
3
時
半

太
子
堂
、
塚
田
、
中
条
八
幡
、
上

原
、
上
町
、
中
町
、
背
戸

6
月
1
6
日

（
水
）

船
坂
公
民
館
午
前
10

時
半
～
n
時

船
坂

鍬
柄
沢
冬
期
分
校

午
後
2
時
～
2
時
半

鍬
柄
沢

6
月
1
7
日

（
木
）

塩
野
冬
期
分
校

午
前
10
時
半
～
1
1
時

塩
野

願
入
冬
期
分
校

午
後
2
時
～
2
時
半

願
入

6
月
1
8
日

（
金
）

飛
一
小
学
校

池
　
谷
　
分
　
校

午
前
10

時
半
～
n
時

池
谷
、
入
山

大
池
小
学
校

赤
　
倉
　
分
　
校

午
後
2
時
～
2
時
半

赤
倉

事
業
名

月
日

受
付
時
間

会
場

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

4
カ
月
児

検
診
並
び

に
育
児
学

級

6
月
15
日

（
火
）

午
　
後

－
　
　
寺

　
日

　
～
1
時
半

十
日
町

公
民
館

51

年
2
月

生
ま
れ
の

者

全
　
　
　
域

身
体
測
定

内
科
検
診

育
児
学
級

育
　
　
児

口
日
　
　
　
　
炎

ま
丁
　
　
　
　
　
二
＝
阿

6
月
24
日

（
木
）

午
　
後

1
時
半

　
～
2
　
　
寺

　
日

十
日
町

公
民
館

50

年
8
月

1
日
～
5
0

年
1
0
月
3
1

日
ま
で
に

生
ま
れ
た

者

十
日
町
、
川

治
、
六
箇
、

大
井
田
、
新

座
地
区

身
体
測
定
、
保
育

に
つ
い
て
の
相
談

な
ど

3
歳
児

検
　
　
診

6
月
25
日

（
金
）

午
　
後

－
　
　
上
寸

　
日

　
～
2
　
　
寺

　
日

十
日
町

公
民
館

47
年
1
2
月

生
ま
れ
の

者

全
　
　
　
域

3
歳
6
カ
月
児
を

対
象
個
人
通
知
が
な
く

て
も
該
当
月
の
方

は
お
い
で
く
だ
さ
い

婚
　
　
前

新
婚
者

健
康
相
談

6
月
6
日

（
木
）

午
　
後

－
　
　
寺

　
日

　
～
1
時
半

十
日
町

保
健
所

希
望
者

全
　
　
　
域

健
康
相
談

家
族
計
画

血
液
検
査
（
梅
毒
）

で
無
料

甜
骸
な
ん
で
も
ど
う
ぞ

　
　
合
同
行
政
相
談
所
を
開
設
・

　
国
、
県
、
市
の
行
う
仕
事
に
つ
い

て
不
満
、
要
望
等
を
お
聞
き
し
、
そ

の
場
で
解
決
の
促
進
を
は
か
る
合
同

行
政
相
談
所
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開
設

し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
Q

　
と
き
　
六
日
十
八
日
（
金
）

　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

　
と
こ
ろ
市
役
所
四
階
大
会
議
室

髄
朋
大
火
記
念
消
防
演
習

　
市
消
防
団
は
、
六
月
十
日
、
十
日

町
大
火
の
記
念
消
防
演
習
を
実
施
し

ま
す
。

　
当
日
は
、
サ
イ
レ
ン
及
び
半
鐘
を

鳴
ら
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

9
：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

．
●
・
－
○

　
　
3

　
　
夢翻

　
　
お

　
　
盈
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今
月
五
日
は
梅
雨
入
り
。
こ
れ
か
ら
秋
に
か
廿
て
集
中
豪
雨
や
台

風
の
襲
来
な
ど
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
特
に
市
内
に
は
、
危
険
カ
所
と

し
て
警
戒
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
け
で
も
、
地
す
べ
り
二
十
一
カ
所
、

中
小
河
川
は
ん
ら
ん
約
四
十
カ
所
、
た
め
池
等
約
四
十
三
カ
所
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
新
潟
地
方
気
象
台
は
、
去
る
五
月
二
十
日
、
六
月
か
ら

八
月
ま
で
の
長
期
予
報
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
六

月
下
旬
か
ら
七
月
上
旬
に
か
け
て
梅
雨
前
線
の
活
動
が
活
発
に
な
り
、

所
に
よ
っ
て
大
雨
の
降
る
恐
れ
が
あ
る
」
と
い
っ
て
お
り
ま
す
。

　
入
梅
期
は
、
気
象
の
変
化
で
い
つ
大
雨
が
降
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

各
家
庭
で
も
万
全
の
予
防
対
策
を
た
て
、
災
害
シ
ー
ズ
ン
を
無
事
の

り
き
り
た
い
も
の
で
す
。

　　　　　繋難災
　
六
月
か
ら
七
月
に
か
け

て
の
雨
期
は
、
私
た
ち
の

生
活
に
収
穫
と
い
う
恩
恵

を
も
た
ら
し
ま
す
が
、
反

面
、
大
き
な
被
害
も
与
え

ま
す
。
集
中
豪
雨
（
豪
雨

と
は
一
日
の
雨
量
が
百
ミ
リ

隣　　
　
以
上
の
場
合
）
の
多
く
は
、

　
　
渇
綴　　
　
六
月
、
七
月
の
梅
雨
前
線

　
　
　
に
ょ
る
場
合
が
多
く
あ
り
、

　　　　　鎌　　難籔

河
川
の
決
壊
等
に
よ
る
水

害
、
崖
く
ず
れ
、
地
す
べ

り
等
の
被
害
が
発
生
し
ま

す
。
こ
れ
ら
の
雨
に
備
え

対
策
を
た
て
ま
し
ょ
う
。

　
災
害
は
自
分
の
力
で
未

然
に
防
ぐ
こ
と
も
で
き
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
わ

が
家
の
防
災
対
策
と
し
て
、
気
象
を

知
り
、
地
盤
を
知
り
、
避
難
の
場
所

を
知
る
こ
と
で
す
。

　
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
つ
ぎ

の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

魯
鳳
象
を
知
る

　
天
気
予
報
や
大
雨
情
報
な
ど
の
気

象
情
報
を
よ
く
聞
く
。
黒
い
雨
雲
と

雷
は
集
中
豪
雨
の
シ
ン
ボ
ル
。
二
～

三
時
間
の
雨
上
り
は
、
つ
ぎ
の
豪
雨

の
前
ぶ
れ
。

雨
目
亘
を
計
る

　
上
と
下
の
面
積
が
同
じ
空
き
缶
を

外
に
出
し
、
一
時
間
し
て
か
ら
空
き

缶
に
た
ま
っ
た
雨
水
の
深
さ
を
ミ

リ
単
位
で
計
り
ま
す
。
大
雨
と
は
、

一
日
の
雨
量
五
十
～
百
デ
で
六
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

十
二
時
間
続
く
と
被
害
が
出
は
じ

め
享
・
（
藷
は
・
百
の
雨
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
措

量
百
リ
以
上
で
一
～
三
時
間
で
被
の

害
が
出
は
じ
め
る
）
災

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
防

地
盤
（
地
形
）
を
知
る
る

　
ガ
ケ
下
な
ど
の
家
は
・
雨
が
や
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

ん
だ
か
ら
と
い
っ
て
危
険
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

集
中
豪
雨
の
二
～
三
時
間
後
が
土
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

砂
く
ず
れ
の
ピ
ー
ク
で
す
。
小
さ
た

な
沢
も
大
き
な
土
石
流
の
通
路
と
な

な
り
、
集
中
豪
雨
の
時
は
、
沢
の
あ

出
口
が
最
も
危
険
で
す
・
ま
た
・
　
●

地
す
べ
り
は
、
雨
の
や
ん
だ
後
二

～
三
日
後
に
発
生
す
る
こ
と
が
多

く
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
兆
候
が
あ
っ
た

と
き
は
す
ぐ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
兆
候
〕
□
井
戸
水
、
湧
水
な
ど
が

急
に
か
れ
る
□
水
田
の
水
保
ち
が
急

に
悪
く
な
る
口
急
傾
斜
地
面
に
亀
裂

が
生
ず
る
□
地
鳴
り
、
家
鳴
り
が
す

る
口
山
肌
の
岩
石
が
ボ
ロ
ボ
ロ
崩
れ

落
ち
る
。

　
避
難
を
知
る

　
「
避
難
は
早
す
ぎ
る
こ
と
は
な
く
、

帰
宅
は
遅
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
」
と

★がけの周囲を日頃から見遍り次のような

　ことを早目にドーましょう。

擁

風で地盤をゆさ、；くる

ような尺木を切る

．＿な＿，，膨璽
　　　　　　　　　　　　　　　■劇贈諺7う　　　　去る

　　　　　　　　　　　　　　　　♂　　4・ビニー，牌でがけを

　　　　　　　　　　　　・崩れそう嫡所に；蟹叶1沐瞬纏を防ぐ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　木や販の柵、石績みをする

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

い
わ
れ
る
よ
う
に
避
難
は
早
す
ぎ
る

に
こ
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
日
ご
ろ
か
ら
避
難
す
る
道
順
や
場

所
を
決
め
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
避
難
す
る
と
き
は
、
ガ
ケ
下
、
た
め

池
、
川
の
そ
ば
は
さ
け
ま
し
ょ
う
。

　
懐
中
電
灯
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ

ジ
オ
、
貴
重
品
、
食
糧
、
救
急
医
療

品
な
ど
は
す
ぐ
持
ち
出
せ
る
よ
う
に

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
〃
ど
う
に
も
避
難
が
遅
れ
た
と
き

は
二
階
へ
”
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十
日
町
大
火
を
悲
惨
な
教
訓
に

　
　
大
火
記
念
消
防
演
習
を
行
い
ま
し
た

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
及
び
十
日

町
市
消
防
団
は
、
去
る
六
月
十
日
午

後
六
時
半
十
日
町
大
火
記
念
演
習
を

行
い
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
五
年
以
降
は
昼
．
早
朝

演
習
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
七
十

六
年
前
の
十
日
町
大
火
が
夜
間
発
生

で
あ
り
、
ま
た
、
最
近
市
内
で
も
夜

間
の
火
災
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、

午
後
六
時
半
、
十
高
管
理
室
付
近
か

ら
出
火
を
想
定
、
き
び
き
び
し
た
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
演
習
は

　
「
み
ん
な
の
協
力
で
、
十
日
町
大
火

の
悲
惨
な
教
訓
を
今
後
の
火
災
予
防

に
生
か
し
た
い
ー
。
」
こ
ん
な
願
い

か
ら
、
防
火
思
想
の
啓
も
う
を
図
る

た
め
行
っ
た
も
の
で
す
が
貴
い
生
命

や
貴
重
な
財
産
を
守
る
た
め
、
市
民

ひ
と
り
ひ
と
り
が
火
の
元
点
検
を
行

い
、
火
災
予
防
の
徹
底
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
十
日
町
大
火
の
概
要

　
七
十
六
年
前
の
明
治
三
十
三
年
六

月
十
日
午
後
十
一
時
、
連
日
の
晴
天

続
き
で
乾
燥
し
た
中
で
原
町
か
ら
出

火
し
、
折
り
か
ら
の
南
風
に
あ
お
ら

れ
延
焼
拡
大
し
、
翌
日
の
午
後
十
時

ま
で
一
昼
夜
燃
え
続
け
て
町
の
ほ
と

ん
ど
を
焼
き
尽
し
た
。
　
（
焼
失
戸
数

七
百
五
十
二
戸
、
罹
災
者
三
千
八
百

「6月10日午後6時半、十高管理

室付近から出火」を想定して

行われた大火記念消防演習。

八
十
二
人
、
焼
失
土
蔵
七
十
一
棟
、

半
焼
土
蔵
五
十
棟
、
全
焼
納
屋
百
二

十
三
棟
、
損
害
価
格
約
二
百
万
円
）
。

火
の
用
心
を
お
願

い
し
ま
す

　
最
近
市
内
で
は
、
火
災
の
発
生
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
と
し
五
月

は
、
一
ヵ
月
間
で
七
件
の
火
災
が
発

生
（
昨
年
同
月
は
三
件
）
し
、
う
ち
四

件
は
林
野
火
災
で
し
め
て
い
ま
す
。

火
災
の
発
生
原
因
は
、
林
野
火
災
が

タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
、
タ
キ
火
の
不

始
末
に
よ
る
も
の
で
、
他
の
三
件
は

煙
突
の
過
熱
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
六
月
は
住
宅
一
棟
が
半
焼

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
恐
し
い
火

災
を
防
ぐ
た
め
、
み
な
さ
ん
の
家
庭

で
も
家
族
一
人
ひ
と
り
が
火
の
元
点

検
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
林
野
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
山
に
入

っ
た
と
き
は
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
は

絶
対
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

計
日
町
消
防
後
援
会
が

消
防
連
絡
車
を
寄
贈

　
十
日
町
市
消
防
後
援
会
（
会
長
高

木
佐
五
郎
）
は
、
去
る
六
月
十
六
日

十
日
町
地
域
消
防
本
部
に
消
防
連
絡

車
（
ダ
イ
ハ
ッ
マ
ッ
ク
ス
バ
ン
三
六

〇
㏄
四
十
九
万
五
千
円
相
当
）
を
寄

贈
し
ま
し
た
。
地
域
消
防
署
で
は
、

九
月
七
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
総
合

防
災
訓
練
や
消
防
用
務
に
活
用
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

飾
議
飴
丸
山
．
竹
内

両
氏
に
全
国
市
議

会
議
長
表
彰

　
こ
の
ほ
ど
、
市
議
会
議
員
の
丸
山

尚
政
氏
（
議
長
）
と
竹
内
真
氏
（
社

会
経
済
常
任
委
員
長
）
は
つ
ぎ
の
と

お
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰
．
－
丸
山

尚
政
氏
（
正
・
副
議
長
と
し
て
市
政

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
。
）

　
全
国
市
議
会
議
長
会
及
び
北
信
越

市
議
会
議
長
会
表
彰
…
竹
内
真
氏

（
市
議
会
議
員
と
し
て
、
。
一
レ
年
間
、

市
政
の
振
興
に
尽
力
、
そ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
。
）

難
湘
争
奪
早
朝

野
球
大
会
を
開
催

　
市
教
委
及
び
市
野
球
協
会
で
は
、

一
般
市
民
の
体
力
づ
く
り
と
明
る
い

仲
間
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
日
頃
公
式

大
会
等
に
参
加
す
る
機
会
の
少
な
い

よ
り
多
く
の
市
民
を
対
象
に
、
つ
ぎ

の
と
お
り
早
朝
野
球
大
会
を
行
い
ま

す
。
　
期
日
　
昭
和
五
十
一
年
七
月
一
日

か
ら
昭
和
五
十
一
年
九
月
十
日
ま
で

毎
回
午
前
五
時
半
か
ら
午
前
七
時
。

　
会
場
　
十
日
町
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
試
合
方
法
　
■
試
合
形
式
は
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
。
試
合
回
数
は
七
回
戦
と

し
、
午
前
七
時
ま
で
に
終
了
し
な
い

場
合
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
決
定
。
雨
天

の
場
合
は
、
原
則
と
し
て
午
前
五
時

半
現
在
の
気
象
状
況
に
よ
る
が
、
試

合
不
可
能
な
場
合
は
順
次
後
日
に
ま

わ
し
試
合
順
序
は
変
更
し
な
い
。
ま

た
試
合
進
行
状
況
は
体
育
館
に
掲
示

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
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／
入
場
式
　
七
月
一
日
午
前
五
時
市

営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
い
ま
す
。

　
表
彰
　
一
位
は
市
長
杯
を
三
位
ま

で
賞
状
を
授
与
し
ま
す
。

灘　　
豪
雪
対
策
特
別

　
『
　
　
委
員
会
を
設
置

　
去
る
六
月
十
五
日
か
ら
開
か
れ
た

市
議
会
第
二
回
定
例
会
で
市
議
会
の

機
関
と
し
て
豪
雪
対
策
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
市
議

会
の
機
構
は
三
常
任
委
員
会
（
総
務

文
教
・
建
設
企
業
・
社
会
経
済
）
と

三
特
別
委
員
会
（
下
水
道
建
設
、
苗

場
山
ろ
く
開
発
事
業
・
豪
雪
対
策
）

と
な
り
ま
し
た
。
豪
雪
対
策
特
別
委

員
会
は
委
員
十
二
名
で
構
成
。
委
員

長
斎
木
正
義
氏
、
副
委
員
長
大
島
昭

三
氏
。銃
砲
刀
剣
類
登
録

審
査
会
を
開
催

日
時
　
七
月
十
五
日
（
木
）

　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

場
所
　
新
潟
県
中
越
婦
人
会
館
（
長

　
岡
市
城
内
町
一
）

持
参
す
る
も
の
　
①
登
録
を
受
け
よ

　
う
と
す
る
銃
砲
刀
剣
類
②
所
轄
警

　
察
署
か
ら
交
付
を
受
け
た
銃
砲
刀

剣
類
発
見
届
出
受
理
証
③
登
録
手

数
料
（
一
件
に
つ
き
五
百
円
）
④

申
請
者
の
印
鑑
。

第
9
回

市
展
ポ
ス
タ
ー

を
募
集

　
第
九
回
市
展
は
十
月
九
日
（
土
）
十

日
（
日
）
十
一
日
（
月
）
の
三
日
間
（
作

品
搬
入
は
十
月
二
日
（
土
）
、
十
月
三

日
（
日
）
審
査
会
）
を
予
定
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
ほ
ど
第
九
回
市
展
ポ
ス

タ
ー
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

多
数
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
内
容
　
市
展
ポ
ス
タ
ー
に
ふ
さ
わ

し
い
も
の
。
大
き
さ
は
B
三
判
（
太

洋
紙
の
四
分
の
一
）
色
は
地
色
を
含

め
三
色
以
内
、
使
用
文
字
「
第
9
回
」

「
市
展
」
。

　
そ
の
他
会
期
、
会
場
等
は
運
営
営

委
員
会
で
検
討
の
う
え
挿
入
し
ま
す
。

　
応
募
先
等
　
七
月
二
十
日
（
火
）

ま
で
に
市
公
民
館
市
展
係
へ
。

　
そ
の
他
　
入
選
一
点
は
賞
金
五
千

円
、
佳
作
に
賞
品
差
し
あ
げ
ま
す
。

　
な
お
、
入
選
作
品
は
「
第
9
回
市

展
ポ
ス
タ
i
」
と
し
て
印
刷
し
市
内

に
掲
示
し
ま
す
。
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さ
あ
、
七
月
は
青
年
大
学
講
座
の
季
節
で
す
。
十
日
町
の

青
年
の
生
活
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
v
て
し
て
、
そ
こ
に
は

ど
の
よ
う
な
問
題
が
ひ
そ
ん
で
い
る
か
ー
。
今
年
度
は
「
十

日
町
市
の
青
年
の
生
活
調
査
」
を
も
と
に
、
青
年
の
性
と
職

業
と
余
暇
に
焦
点
を
あ
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
．

仲
間
を
さ
そ
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

十日町市の青年の生活調査から学ぶもの！

7．∞～9．∞

公民館ホール
夜
市
●
●

＊
受
講
料
は
三
〇
〇
円
で
す
。

＊
希
望
者
は
申
込
書
に
よ
り
十
日

　
町
市
公
民
館
青
年
大
学
講
座
係

　
（
電
七
－
五
〇
一
一
）
へ
。

＊
〆
切
り
は
七
月
五
日
で
す
。
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1
7月　6日
　　（火）

セックス人間の行くえ

週刊誌が情報源、性欲が「好さ

だ」といわせている。どのように

して性を管理するか。

映画鑑賞
国立社会教育研修所主幹

俵谷正樹

2
7月14日
　　（水）

職場は金をもらうところか

ぶつ、3くついって通う職場、失う

ものと得るもの、どのようにし
て職場に喜ぴをみいだすか・

豊栄市長

石井耕一
東京農工大教授

千野陽一

3
7月23日
　　（金）

遊び上手になれ

ごろごろして眺めてばかりいるな・

読書が育てるもの、どのように
余暇を自分のものにしていくか、

長岡イチムラ役員

山ロ充一
国立教育研究所主任

横山　宏

4
7月27日
　　（火）

もう一つの生き方

映画「化石」（原作井上靖、監督

小林正樹）をみる。

映画鑑賞
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十
日
町
大
火
を
悲
惨
な
教
訓
に

　
　
大
火
記
念
消
防
演
習
を
行
い
ま
し
た

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
及
び
十
日

町
市
消
防
団
は
、
去
る
六
月
十
日
午

後
六
時
半
十
日
町
大
火
記
念
演
習
を

行
い
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
五
年
以
降
は
昼
．
早
朝

演
習
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
七
十

六
年
前
の
十
日
町
大
火
が
夜
間
発
生

で
あ
り
、
ま
た
、
最
近
市
内
で
も
夜

間
の
火
災
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、

午
後
六
時
半
、
十
高
管
理
室
付
近
か

ら
出
火
を
想
定
、
き
び
き
び
し
た
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
演
習
は

　
「
み
ん
な
の
協
力
で
、
十
日
町
大
火

の
悲
惨
な
教
訓
を
今
後
の
火
災
予
防

に
生
か
し
た
い
ー
。
」
こ
ん
な
願
い

か
ら
、
防
火
思
想
の
啓
も
う
を
図
る

た
め
行
っ
た
も
の
で
す
が
貴
い
生
命

や
貴
重
な
財
産
を
守
る
た
め
、
市
民

ひ
と
り
ひ
と
り
が
火
の
元
点
検
を
行

い
、
火
災
予
防
の
徹
底
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
十
日
町
大
火
の
概
要

　
七
十
六
年
前
の
明
治
三
十
三
年
六

月
十
日
午
後
十
一
時
、
連
日
の
晴
天

続
き
で
乾
燥
し
た
中
で
原
町
か
ら
出

火
し
、
折
り
か
ら
の
南
風
に
あ
お
ら

れ
延
焼
拡
大
し
、
翌
日
の
午
後
十
時

ま
で
一
昼
夜
燃
え
続
け
て
町
の
ほ
と

ん
ど
を
焼
き
尽
し
た
。
　
（
焼
失
戸
数

七
百
五
十
二
戸
、
罹
災
者
三
千
八
百

「6月10日午後6時半、十高管理

室付近から出火」を想定して

行われた大火記念消防演習。

八
十
二
人
、
焼
失
土
蔵
七
十
一
棟
、

半
焼
土
蔵
五
十
棟
、
全
焼
納
屋
百
二

十
三
棟
、
損
害
価
格
約
二
百
万
円
）
。

火
の
用
心
を
お
願

い
し
ま
す

　
最
近
市
内
で
は
、
火
災
の
発
生
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
と
し
五
月

は
、
一
ヵ
月
間
で
七
件
の
火
災
が
発

生
（
昨
年
同
月
は
三
件
）
し
、
う
ち
四

件
は
林
野
火
災
で
し
め
て
い
ま
す
。

火
災
の
発
生
原
因
は
、
林
野
火
災
が

タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
、
タ
キ
火
の
不

始
末
に
よ
る
も
の
で
、
他
の
三
件
は

煙
突
の
過
熱
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
六
月
は
住
宅
一
棟
が
半
焼

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
恐
し
い
火

災
を
防
ぐ
た
め
、
み
な
さ
ん
の
家
庭

で
も
家
族
一
人
ひ
と
り
が
火
の
元
点

検
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
林
野
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
山
に
入

っ
た
と
き
は
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
は

絶
対
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

計
日
町
消
防
後
援
会
が

消
防
連
絡
車
を
寄
贈

　
十
日
町
市
消
防
後
援
会
（
会
長
高

木
佐
五
郎
）
は
、
去
る
六
月
十
六
日

十
日
町
地
域
消
防
本
部
に
消
防
連
絡

車
（
ダ
イ
ハ
ッ
マ
ッ
ク
ス
バ
ン
三
六

〇
㏄
四
十
九
万
五
千
円
相
当
）
を
寄

贈
し
ま
し
た
。
地
域
消
防
署
で
は
、

九
月
七
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
総
合

防
災
訓
練
や
消
防
用
務
に
活
用
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

飾
議
飴
丸
山
．
竹
内

両
氏
に
全
国
市
議

会
議
長
表
彰

　
こ
の
ほ
ど
、
市
議
会
議
員
の
丸
山

尚
政
氏
（
議
長
）
と
竹
内
真
氏
（
社

会
経
済
常
任
委
員
長
）
は
つ
ぎ
の
と

お
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰
．
－
丸
山

尚
政
氏
（
正
・
副
議
長
と
し
て
市
政

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
。
）

　
全
国
市
議
会
議
長
会
及
び
北
信
越

市
議
会
議
長
会
表
彰
…
竹
内
真
氏

（
市
議
会
議
員
と
し
て
、
。
一
レ
年
間
、

市
政
の
振
興
に
尽
力
、
そ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
。
）

難
湘
争
奪
早
朝

野
球
大
会
を
開
催

　
市
教
委
及
び
市
野
球
協
会
で
は
、

一
般
市
民
の
体
力
づ
く
り
と
明
る
い

仲
間
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
日
頃
公
式

大
会
等
に
参
加
す
る
機
会
の
少
な
い

よ
り
多
く
の
市
民
を
対
象
に
、
つ
ぎ

の
と
お
り
早
朝
野
球
大
会
を
行
い
ま

す
。
　
期
日
　
昭
和
五
十
一
年
七
月
一
日

か
ら
昭
和
五
十
一
年
九
月
十
日
ま
で

毎
回
午
前
五
時
半
か
ら
午
前
七
時
。

　
会
場
　
十
日
町
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
試
合
方
法
　
■
試
合
形
式
は
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
。
試
合
回
数
は
七
回
戦
と

し
、
午
前
七
時
ま
で
に
終
了
し
な
い

場
合
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
決
定
。
雨
天

の
場
合
は
、
原
則
と
し
て
午
前
五
時

半
現
在
の
気
象
状
況
に
よ
る
が
、
試

合
不
可
能
な
場
合
は
順
次
後
日
に
ま

わ
し
試
合
順
序
は
変
更
し
な
い
。
ま

た
試
合
進
行
状
況
は
体
育
館
に
掲
示

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
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／
入
場
式
　
七
月
一
日
午
前
五
時
市

営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
い
ま
す
。

　
表
彰
　
一
位
は
市
長
杯
を
三
位
ま

で
賞
状
を
授
与
し
ま
す
。

灘　　
豪
雪
対
策
特
別

　
『
　
　
委
員
会
を
設
置

　
去
る
六
月
十
五
日
か
ら
開
か
れ
た

市
議
会
第
二
回
定
例
会
で
市
議
会
の

機
関
と
し
て
豪
雪
対
策
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
市
議

会
の
機
構
は
三
常
任
委
員
会
（
総
務

文
教
・
建
設
企
業
・
社
会
経
済
）
と

三
特
別
委
員
会
（
下
水
道
建
設
、
苗

場
山
ろ
く
開
発
事
業
・
豪
雪
対
策
）

と
な
り
ま
し
た
。
豪
雪
対
策
特
別
委

員
会
は
委
員
十
二
名
で
構
成
。
委
員

長
斎
木
正
義
氏
、
副
委
員
長
大
島
昭

三
氏
。銃
砲
刀
剣
類
登
録

審
査
会
を
開
催

日
時
　
七
月
十
五
日
（
木
）

　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

場
所
　
新
潟
県
中
越
婦
人
会
館
（
長

　
岡
市
城
内
町
一
）

持
参
す
る
も
の
　
①
登
録
を
受
け
よ

　
う
と
す
る
銃
砲
刀
剣
類
②
所
轄
警

　
察
署
か
ら
交
付
を
受
け
た
銃
砲
刀

剣
類
発
見
届
出
受
理
証
③
登
録
手

数
料
（
一
件
に
つ
き
五
百
円
）
④

申
請
者
の
印
鑑
。

第
9
回

市
展
ポ
ス
タ
ー

を
募
集

　
第
九
回
市
展
は
十
月
九
日
（
土
）
十

日
（
日
）
十
一
日
（
月
）
の
三
日
間
（
作

品
搬
入
は
十
月
二
日
（
土
）
、
十
月
三

日
（
日
）
審
査
会
）
を
予
定
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
ほ
ど
第
九
回
市
展
ポ
ス

タ
ー
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

多
数
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
内
容
　
市
展
ポ
ス
タ
ー
に
ふ
さ
わ

し
い
も
の
。
大
き
さ
は
B
三
判
（
太

洋
紙
の
四
分
の
一
）
色
は
地
色
を
含

め
三
色
以
内
、
使
用
文
字
「
第
9
回
」

「
市
展
」
。

　
そ
の
他
会
期
、
会
場
等
は
運
営
営

委
員
会
で
検
討
の
う
え
挿
入
し
ま
す
。

　
応
募
先
等
　
七
月
二
十
日
（
火
）

ま
で
に
市
公
民
館
市
展
係
へ
。

　
そ
の
他
　
入
選
一
点
は
賞
金
五
千

円
、
佳
作
に
賞
品
差
し
あ
げ
ま
す
。

　
な
お
、
入
選
作
品
は
「
第
9
回
市

展
ポ
ス
タ
i
」
と
し
て
印
刷
し
市
内

に
掲
示
し
ま
す
。
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さ
あ
、
七
月
は
青
年
大
学
講
座
の
季
節
で
す
。
十
日
町
の

青
年
の
生
活
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
v
て
し
て
、
そ
こ
に
は

ど
の
よ
う
な
問
題
が
ひ
そ
ん
で
い
る
か
ー
。
今
年
度
は
「
十

日
町
市
の
青
年
の
生
活
調
査
」
を
も
と
に
、
青
年
の
性
と
職

業
と
余
暇
に
焦
点
を
あ
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
．

仲
間
を
さ
そ
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

十日町市の青年の生活調査から学ぶもの！

7．∞～9．∞

公民館ホール
夜
市
●
●

＊
受
講
料
は
三
〇
〇
円
で
す
。

＊
希
望
者
は
申
込
書
に
よ
り
十
日

　
町
市
公
民
館
青
年
大
学
講
座
係

　
（
電
七
－
五
〇
一
一
）
へ
。

＊
〆
切
り
は
七
月
五
日
で
す
。
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1
7月　6日
　　（火）

セックス人間の行くえ

週刊誌が情報源、性欲が「好さ

だ」といわせている。どのように

して性を管理するか。

映画鑑賞
国立社会教育研修所主幹

俵谷正樹

2
7月14日
　　（水）

職場は金をもらうところか

ぶつ、3くついって通う職場、失う

ものと得るもの、どのようにし
て職場に喜ぴをみいだすか・

豊栄市長

石井耕一
東京農工大教授

千野陽一

3
7月23日
　　（金）

遊び上手になれ

ごろごろして眺めてばかりいるな・

読書が育てるもの、どのように
余暇を自分のものにしていくか、

長岡イチムラ役員

山ロ充一
国立教育研究所主任

横山　宏

4
7月27日
　　（火）

もう一つの生き方

映画「化石」（原作井上靖、監督

小林正樹）をみる。

映画鑑賞
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造
林
用
苗
木
注
文
と
補
助
申
請

は
お
早
め
に

　
十
日
町
森
林
組
合
は
、
今
秋
造
林

を
計
画
し
て
い
る
方
を
対
象
に
造
林

用
苗
木
注
文
と
造
林
補
助
申
請
を
受

け
つ
け
て
い
ま
す
。
造
林
希
望
者
は

七
月
十
日
ま
で
に
印
鑑
、
造
林
地
地

番
、
位
置
図
を
持
参
の
う
え
、
十
日

町
森
林
組
合
へ
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。
　
苗
木
注
文
数
量
…
桐
は
五
本
以
上

補助対象及び補助金額
造林種類 基　　　　　準

補助額（見込）

10アール当り

小規模造林
　造林面積が7アール以上、10アール未満。杉を

200本以上300本未満植栽。 13，000円

一般造林
造林面積10アール以上。植栽本数10アール当

り桐20本以上、杉その他は200本以上で個人施業。

普通造林14，000円

階段造林29，000円

受託造林
　造林面積50アール以上（地続きの数人の山を

あわせてもよい）を森林組合が施業。

普通造林22，200円

階段造林41，900円

特定団地造林
1，500mの区域で、数人の山をあわせて10ヘク

タール以上を3力年間に森林組合が施業。

普通造林31，700円

階段造林60，500円

杉
そ
の
他
は
五
十
本
以
上
ま
と
め
て

く
だ
さ
い
。

　
補
助
対
象
及
び
補
助
金
額

　
補
助
対
象
及
び
補
助
金
額
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
が
、
く
わ
し
い
こ
と

は
十
日
町
森
林
組
合
へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。
造
林
地
手
入
れ
コ
ン

ク
ー
ル
に
ご
参
加
を

（注）苗場山麓開発予定地域で今年から全体実施設計に着手する地区は対象除外。

　
新
潟
県
及
び
国
土
緑
化
推

進
委
員
会
は
、
造
林
運
動
の

一
環
と
し
て
、
造
林
地
手
入

れ
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま

す
。　
参
加
資
格
は
、
植
栽
後
二

十
年
生
ま
で
の
造
林
地
を
も

つ
個
人
ま
た
は
団
体
で
、
応

募
方
法
は
、
申
込
書
に
つ
ぎ

の
事
項
を
記
入
し
、
写
真
を

添
え
、
七
月
三
十
一
日
ま
で

に
市
役
所
農
林
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
■
人
工
林
の
林
齢
別
面
積

と
二
十
年
生
以
下
の
一
諺
当

た
り
成
立
本
数
■
手
入
れ
資

金
の
投
入
状
況
■
労
力
配
分
状
況
■

育
林
の
方
針
と
全
体
計
画
□
過
去
三

ヵ
年
間
の
手
入
れ
状
況
■
現
在
の
成

育
状
況
■
手
入
れ
に
つ
い
て
特
に
工

夫
改
善
し
た
内
容
■
表
彰
は
地
方
造

林
推
進
大
会
の
席
上
で
行
い
ま
す
。

植
栽
後
の
杉
や
松
を

踏
み
つ
ぶ
さ
な
い
で

　
最
近
、
家
族
づ
れ
等
で
山
菜
取
り

に
出
か
け
る
機
会
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
杉
や
松
を
植
栽
し
て
間
も
な
い
、

幼
齢
林
で
山
菜
取
り
を
す
る
と
き
、

杉
や
松
を
踏
み
倒
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
　
山
の
登
り
降
り
に
は
、
植
え
て
間

も
な
い
杉
や
松
に
つ
か
ま
ら
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
杉
や
松
に
つ

か
ま
り
ひ
っ
ぱ
る
と
根
こ
そ
ぎ
引
き

抜
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

市
職
員
を
募
集

　
昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
採
用
予

定
の
市
職
員
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

　
採
用
予
定
人
員

　
上
級
（
一
般
行
政
）
…
二
名
程
度

　
中
級
（
土
木
）
…
二
名
程
度

　
中
級
（
保
母
）
…
三
名
程
度

　
受
験
資
格

　
▽
上
級
試
験
（
一
般
行
政
）
…
大

卒
（
明
年
三
月
卒
業
見
込
者
を
含
む
）

で
昭
和
二
十
四
年
四
月
二
日
以
降
出

生
の
男
子
。
▽
中
級
試
験
（
土
木
）

…
短
大
卒
ま
た
は
高
専
（
土
木
科
等

の
専
門
課
程
）
卒
（
明
年
三
月
卒
業

見
込
者
を
含
む
）
で
、
昭
和
二
十
六

年
四
月
二
日
以
降
出
生
の
男
子
。
▽

中
級
試
験
（
保
母
）
…
保
母
資
格
を

有
す
る
者
（
明
年
三
月
資
格
取
得
見

込
者
を
含
む
）
で
、
昭
和
二
十
六
年

四
月
二
日
以
降
出
生
の
女
子
。

　
試
験
の
期
日
等

　
昭
和
五
十
一
年
七
月
三
十
一
日

（
土
）
市
役
所
で
行
い
ま
す
（
時
間

等
は
申
し
込
み
者
に
通
知
し
ま
す
）
。

　
申
し
込
み
手
続

　
昭
和
五
十
一
年
七
月
一
日
か
ら
七

月
十
四
日
午
後
五
時
ま
で
に
市
役
所

総
務
課
ま
た
は
十
日
町
公
共
職
業
安

定
所
へ
つ
ぎ
の
書
類
を
提
出
し
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
④
十
日
町
市
職

員
採
用
試
験
申
込
書
（
用
紙
は
市
役

所
総
務
課
に
あ
り
ま
す
）
。
◎
最
終
卒

業
学
校
（
卒
業
見
込
み
を
含
む
）
の

成
績
証
明
書
。
◎
明
年
三
月
卒
業
見

込
み
の
者
は
卒
業
見
込
み
を
証
す
る

書
類
。
な
お
、
受
験
の
た
め
の
旅
費

等
は
一
切
支
給
し
ま
せ
ん
。
そ
の
他

ご
不
明
の
点
は
、
市
役
所
総
務
課
（
曾

七
－
三
一
一
一
番
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
様
も

国
民
年
金
に
加
入
を
！

　
国
民
年
金
に
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

奥
様
も
任
意
に
加
入
で
き
ま
す
が
、

あ
な
た
は
加
入
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す
と
、
ご

主
人
が
加
入
し
て
い
る
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
か
ら
の
保
障
の
ほ
か
、
将

来
ご
夫
婦
そ
ろ
っ
て
老
齢
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
あ

な
た
が
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
障
害
者

と
な
っ
た
と
き
は
国
民
年
金
か
ら
障

害
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
ご
主
人
が
万
一
の
場
合
は
、
厚
生

年
金
や
共
済
組
合
か
ら
の
遺
族
年
金

に
合
わ
せ
て
国
民
年
金
か
ら
母
子
年

金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
国
民
年
金
に
加
入

さ
れ
る
と
大
変
有
利
で
す
の
で
ぜ
ひ

加
入
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。
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住
み
郷
の
決
算
報
告

　
去
る
六
月
二
～
四
日
に
開
か
れ
た
、

住
み
郷
十
日
町
分
会
地
区
会
に
お
い

て
、
昭
和
五
十
年
度
決
算
と
昭
和
五

十
一
年
度
事
業
計
画
が
つ
ぎ
の
と
お

り
決
ま
り
ま
し
た
。
な
お
、
今
年
度

の
会
費
（
衛
生
組
合
費
）
は
一
世
帯

百
円
で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

普通会費……市内全世帯より1世帯当り100円の会費を納

　　めていただいています。（町内では衛生組合費という）

雑　　入……河川清掃委託料、三兼機購入補助金、寄付

　　金、その他。

交付金……軽自動車購入助成金、各種大会助成金。

27％

　　569，528円

　　　　　雑　入

　
円
費

　
o
o
会

　
渇
通

　
0
6
普

％
U

53

3％

61，385円
　　　交付金

／17％
358，344円

繰越金
「収入1。。房

2，096，057円

　支出1。。％12％
1，852，896円　　　233羨

　　　　　　　　　8％
　　　　　　　　　　152，982円
　　　　　　　7％
C円　　　　120，000支鞠

費　　　　　円
　　　　　　　　　広報古＿
　　　　　　　　　　旦伝費

事
業
費
…
…
ご
み
処
理
費
、
ス
イ
ン
グ
フ
ォ
ッ
グ
（
消

　
毒
機
）
購
入
費
、
立
札
、
中
古
軽
ト
ラ
ッ
ク
、
健
康

　
教
室
等
の
報
酬
。

旅
費
…
…
全
国
保
健
衛
生
大
会
、
指
導
者
研
修
会
、

　
分
会
役
員
会
、
二
十
周
年
記
念
大
会
。

広
報
宣
伝
費
…
…
健
康
を
よ
り
健
康
に
す
る
た
め
の

　
「
六
つ
の
基
礎
食
品
」
印
刷
。

　
　
　
　
　
支
部
納
入
金
…
…
住
み
郷
十
日
町
支
部

　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
十
日
町
保
健
所
）
に
会
費
と

　
　
　
　
　
　
し
て
納
入
。

　
費
他
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
他
…
…
ご
み
処

　
議
の

　
会
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
用
消
耗
品
、
軽

円
、
　
　
　
　
金

憐
費
　
　
　
入
　
　
　
　
　
　
自
動
車
任
意
保
険

9
袋
　
　
　
　
　
納

73％

　　1，346，000円

　　　　　事業費

昭
和
五
十
一
年
度
へ
繰
越
金

　
　
　
　
　
二
十
四
万
三
千
百
六
十
一
円

料
、
修
理
費
、
地

区
会
及
び
役
員
会

等
賄
、
そ
の
他
。

　
燃
え
な
い
ゴ
ミ
は
霧
谷
へ

　
霧
谷
埋
立
地
は
、
道
路
工
事
の
た

め
閉
鎖
し
て
い
ま
し
た
が
、
七
月
一

日
か
ら
開
通
し
ま
す
の
で
、
燃
え
な

い
ゴ
ミ
は
七
月
か
ら
霧
谷
埋
立
地
に

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
れ
に
伴
い
大
倉
埋
立
地

は
閉
鎖
し
ま
す
の
で
、
搬
入
し
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

消
防
設
備
士
試
験
の
お
知
ら
せ

　
消
防
用
設
備
等
の
工
事
や
整
備
に

対
す
る
資
格
が
得
ら
れ
る
消
防
設
備

士
試
験
が
つ
ぎ
の
と
お
り
行
わ
れ
ま

す
Q
試
験
日
／
八
月
五
日
（
筆
記
…
新

潟
市
・
長
岡
市
・
上
越
市
）

昭
和
五
十
一
年
度
住
み
郷
十
日
町
分
会

　
　
　
　
　
事
業
計
画

①
み
ん
な
の
力
で
川
を
美
し
く
、
ま
ち
を
き

　
れ
い
に
し
ょ
う

②
川
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
、
河
川
パ
ト
ロ

　
ー
ル
の
実
施

③
成
人
病
を
予
防
す
る
た
め
、
食
生
活
改
善

　
運
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る

④
健
康
教
室
を
住
民
の
要
望
に
よ
り
開
催
す
る

⑤
住
み
郷
の
し
お
り
の
作
成

⑥
衛
生
害
虫
駆
除
の
た
め
、
消
毒
機
具
等
の

　
充
実

　
八
月
二
十
五
日
（
実
技
…
新
潟
市
）

　
受
験
手
続
き
／
消
防
署
に
あ
る
受

　
験
願
書
を
記
入
の
上
、
七
月
九
日

　
ま
で
に
新
潟
市
学
校
町
通
り
一
番

　
町
（
〒
九
五
一
）
新
潟
県
総
務
部

　
消
防
防
災
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

　
い
。

　
そ
の
他
／
く
わ
し
く
は
、
十
日
町

　
地
域
消
防
署
へ
（
曾
七
ー
一
五
五

　
五
番
）

小
中
学
校
教
科
書
展
示

会
の
お
知
ら
せ

　
昭
和
五
十
二
年
度
使
用
小
中
学
校

教
科
書
展
示
会
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開

き
ま
す
。
期
日
七
月
一
日
～
十
二
日

午
前
八
時
半
～
五
時
（
土
八
時
半
～

午
後
一
時
、
日
曜
休
館
）
　
会
場
十

日
町
高
校
会
議
室
　
内
容
小
、
中
、

高
校
用
教
科
書

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▽
七
月
六
日
…
…
午
前
九
時
～
正

午
ま
で
、
幸
町
、
土
市
第
五
　
▽
七

月
九
日
…
…
午
前
九
時
～
午
後
一
時

ま
で
、
江
道
～
猿
倉
～
津
池
～
菅
沼

～
大
池
～
赤
倉
　
▽
七
月
十
三
日
…

…
午
前
九
時
半
～
午
後
一
時
半
ま
で
、

新
座
第
二
の
一
部
～
新
座
第
三
の
一

部
～
本
町
七
丁
目
の
一
部
　
▽
七
月

十
四
日
…
…
午
前
九
時
～
正
午
ま
で
、

二
子
。
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造
林
用
苗
木
注
文
と
補
助
申
請

は
お
早
め
に

　
十
日
町
森
林
組
合
は
、
今
秋
造
林

を
計
画
し
て
い
る
方
を
対
象
に
造
林

用
苗
木
注
文
と
造
林
補
助
申
請
を
受

け
つ
け
て
い
ま
す
。
造
林
希
望
者
は

七
月
十
日
ま
で
に
印
鑑
、
造
林
地
地

番
、
位
置
図
を
持
参
の
う
え
、
十
日

町
森
林
組
合
へ
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。
　
苗
木
注
文
数
量
…
桐
は
五
本
以
上

補助対象及び補助金額
造林種類 基　　　　　準

補助額（見込）

10アール当り

小規模造林
　造林面積が7アール以上、10アール未満。杉を

200本以上300本未満植栽。 13，000円

一般造林
造林面積10アール以上。植栽本数10アール当

り桐20本以上、杉その他は200本以上で個人施業。

普通造林14，000円

階段造林29，000円

受託造林
　造林面積50アール以上（地続きの数人の山を

あわせてもよい）を森林組合が施業。

普通造林22，200円

階段造林41，900円

特定団地造林
1，500mの区域で、数人の山をあわせて10ヘク

タール以上を3力年間に森林組合が施業。

普通造林31，700円

階段造林60，500円

杉
そ
の
他
は
五
十
本
以
上
ま
と
め
て

く
だ
さ
い
。

　
補
助
対
象
及
び
補
助
金
額

　
補
助
対
象
及
び
補
助
金
額
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
が
、
く
わ
し
い
こ
と

は
十
日
町
森
林
組
合
へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。
造
林
地
手
入
れ
コ
ン

ク
ー
ル
に
ご
参
加
を

（注）苗場山麓開発予定地域で今年から全体実施設計に着手する地区は対象除外。

　
新
潟
県
及
び
国
土
緑
化
推

進
委
員
会
は
、
造
林
運
動
の

一
環
と
し
て
、
造
林
地
手
入

れ
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま

す
。　
参
加
資
格
は
、
植
栽
後
二

十
年
生
ま
で
の
造
林
地
を
も

つ
個
人
ま
た
は
団
体
で
、
応

募
方
法
は
、
申
込
書
に
つ
ぎ

の
事
項
を
記
入
し
、
写
真
を

添
え
、
七
月
三
十
一
日
ま
で

に
市
役
所
農
林
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
■
人
工
林
の
林
齢
別
面
積

と
二
十
年
生
以
下
の
一
諺
当

た
り
成
立
本
数
■
手
入
れ
資

金
の
投
入
状
況
■
労
力
配
分
状
況
■

育
林
の
方
針
と
全
体
計
画
□
過
去
三

ヵ
年
間
の
手
入
れ
状
況
■
現
在
の
成

育
状
況
■
手
入
れ
に
つ
い
て
特
に
工

夫
改
善
し
た
内
容
■
表
彰
は
地
方
造

林
推
進
大
会
の
席
上
で
行
い
ま
す
。

植
栽
後
の
杉
や
松
を

踏
み
つ
ぶ
さ
な
い
で

　
最
近
、
家
族
づ
れ
等
で
山
菜
取
り

に
出
か
け
る
機
会
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
杉
や
松
を
植
栽
し
て
間
も
な
い
、

幼
齢
林
で
山
菜
取
り
を
す
る
と
き
、

杉
や
松
を
踏
み
倒
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
　
山
の
登
り
降
り
に
は
、
植
え
て
間

も
な
い
杉
や
松
に
つ
か
ま
ら
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
杉
や
松
に
つ

か
ま
り
ひ
っ
ぱ
る
と
根
こ
そ
ぎ
引
き

抜
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

市
職
員
を
募
集

　
昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
採
用
予

定
の
市
職
員
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

　
採
用
予
定
人
員

　
上
級
（
一
般
行
政
）
…
二
名
程
度

　
中
級
（
土
木
）
…
二
名
程
度

　
中
級
（
保
母
）
…
三
名
程
度

　
受
験
資
格

　
▽
上
級
試
験
（
一
般
行
政
）
…
大

卒
（
明
年
三
月
卒
業
見
込
者
を
含
む
）

で
昭
和
二
十
四
年
四
月
二
日
以
降
出

生
の
男
子
。
▽
中
級
試
験
（
土
木
）

…
短
大
卒
ま
た
は
高
専
（
土
木
科
等

の
専
門
課
程
）
卒
（
明
年
三
月
卒
業

見
込
者
を
含
む
）
で
、
昭
和
二
十
六

年
四
月
二
日
以
降
出
生
の
男
子
。
▽

中
級
試
験
（
保
母
）
…
保
母
資
格
を

有
す
る
者
（
明
年
三
月
資
格
取
得
見

込
者
を
含
む
）
で
、
昭
和
二
十
六
年

四
月
二
日
以
降
出
生
の
女
子
。

　
試
験
の
期
日
等

　
昭
和
五
十
一
年
七
月
三
十
一
日

（
土
）
市
役
所
で
行
い
ま
す
（
時
間

等
は
申
し
込
み
者
に
通
知
し
ま
す
）
。

　
申
し
込
み
手
続

　
昭
和
五
十
一
年
七
月
一
日
か
ら
七

月
十
四
日
午
後
五
時
ま
で
に
市
役
所

総
務
課
ま
た
は
十
日
町
公
共
職
業
安

定
所
へ
つ
ぎ
の
書
類
を
提
出
し
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
④
十
日
町
市
職

員
採
用
試
験
申
込
書
（
用
紙
は
市
役

所
総
務
課
に
あ
り
ま
す
）
。
◎
最
終
卒

業
学
校
（
卒
業
見
込
み
を
含
む
）
の

成
績
証
明
書
。
◎
明
年
三
月
卒
業
見

込
み
の
者
は
卒
業
見
込
み
を
証
す
る

書
類
。
な
お
、
受
験
の
た
め
の
旅
費

等
は
一
切
支
給
し
ま
せ
ん
。
そ
の
他

ご
不
明
の
点
は
、
市
役
所
総
務
課
（
曾

七
－
三
一
一
一
番
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
様
も

国
民
年
金
に
加
入
を
！

　
国
民
年
金
に
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

奥
様
も
任
意
に
加
入
で
き
ま
す
が
、

あ
な
た
は
加
入
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す
と
、
ご

主
人
が
加
入
し
て
い
る
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
か
ら
の
保
障
の
ほ
か
、
将

来
ご
夫
婦
そ
ろ
っ
て
老
齢
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
あ

な
た
が
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
障
害
者

と
な
っ
た
と
き
は
国
民
年
金
か
ら
障

害
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
ご
主
人
が
万
一
の
場
合
は
、
厚
生

年
金
や
共
済
組
合
か
ら
の
遺
族
年
金

に
合
わ
せ
て
国
民
年
金
か
ら
母
子
年

金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
国
民
年
金
に
加
入

さ
れ
る
と
大
変
有
利
で
す
の
で
ぜ
ひ

加
入
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。
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住
み
郷
の
決
算
報
告

　
去
る
六
月
二
～
四
日
に
開
か
れ
た
、

住
み
郷
十
日
町
分
会
地
区
会
に
お
い

て
、
昭
和
五
十
年
度
決
算
と
昭
和
五

十
一
年
度
事
業
計
画
が
つ
ぎ
の
と
お

り
決
ま
り
ま
し
た
。
な
お
、
今
年
度

の
会
費
（
衛
生
組
合
費
）
は
一
世
帯

百
円
で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

普通会費……市内全世帯より1世帯当り100円の会費を納

　　めていただいています。（町内では衛生組合費という）

雑　　入……河川清掃委託料、三兼機購入補助金、寄付

　　金、その他。

交付金……軽自動車購入助成金、各種大会助成金。

27％

　　569，528円

　　　　　雑　入

　
円
費

　
o
o
会

　
渇
通

　
0
6
普

％
U

53

3％

61，385円
　　　交付金

／17％
358，344円

繰越金
「収入1。。房

2，096，057円

　支出1。。％12％
1，852，896円　　　233羨

　　　　　　　　　8％
　　　　　　　　　　152，982円
　　　　　　　7％
C円　　　　120，000支鞠

費　　　　　円
　　　　　　　　　広報古＿
　　　　　　　　　　旦伝費

事
業
費
…
…
ご
み
処
理
費
、
ス
イ
ン
グ
フ
ォ
ッ
グ
（
消

　
毒
機
）
購
入
費
、
立
札
、
中
古
軽
ト
ラ
ッ
ク
、
健
康

　
教
室
等
の
報
酬
。

旅
費
…
…
全
国
保
健
衛
生
大
会
、
指
導
者
研
修
会
、

　
分
会
役
員
会
、
二
十
周
年
記
念
大
会
。

広
報
宣
伝
費
…
…
健
康
を
よ
り
健
康
に
す
る
た
め
の

　
「
六
つ
の
基
礎
食
品
」
印
刷
。

　
　
　
　
　
支
部
納
入
金
…
…
住
み
郷
十
日
町
支
部

　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
十
日
町
保
健
所
）
に
会
費
と

　
　
　
　
　
　
し
て
納
入
。

　
費
他
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
他
…
…
ご
み
処

　
議
の

　
会
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
用
消
耗
品
、
軽

円
、
　
　
　
　
金

憐
費
　
　
　
入
　
　
　
　
　
　
自
動
車
任
意
保
険

9
袋
　
　
　
　
　
納

73％

　　1，346，000円

　　　　　事業費

昭
和
五
十
一
年
度
へ
繰
越
金

　
　
　
　
　
二
十
四
万
三
千
百
六
十
一
円

料
、
修
理
費
、
地

区
会
及
び
役
員
会

等
賄
、
そ
の
他
。

　
燃
え
な
い
ゴ
ミ
は
霧
谷
へ

　
霧
谷
埋
立
地
は
、
道
路
工
事
の
た

め
閉
鎖
し
て
い
ま
し
た
が
、
七
月
一

日
か
ら
開
通
し
ま
す
の
で
、
燃
え
な

い
ゴ
ミ
は
七
月
か
ら
霧
谷
埋
立
地
に

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
れ
に
伴
い
大
倉
埋
立
地

は
閉
鎖
し
ま
す
の
で
、
搬
入
し
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

消
防
設
備
士
試
験
の
お
知
ら
せ

　
消
防
用
設
備
等
の
工
事
や
整
備
に

対
す
る
資
格
が
得
ら
れ
る
消
防
設
備

士
試
験
が
つ
ぎ
の
と
お
り
行
わ
れ
ま

す
Q
試
験
日
／
八
月
五
日
（
筆
記
…
新

潟
市
・
長
岡
市
・
上
越
市
）

昭
和
五
十
一
年
度
住
み
郷
十
日
町
分
会

　
　
　
　
　
事
業
計
画

①
み
ん
な
の
力
で
川
を
美
し
く
、
ま
ち
を
き

　
れ
い
に
し
ょ
う

②
川
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
、
河
川
パ
ト
ロ

　
ー
ル
の
実
施

③
成
人
病
を
予
防
す
る
た
め
、
食
生
活
改
善

　
運
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る

④
健
康
教
室
を
住
民
の
要
望
に
よ
り
開
催
す
る

⑤
住
み
郷
の
し
お
り
の
作
成

⑥
衛
生
害
虫
駆
除
の
た
め
、
消
毒
機
具
等
の

　
充
実

　
八
月
二
十
五
日
（
実
技
…
新
潟
市
）

　
受
験
手
続
き
／
消
防
署
に
あ
る
受

　
験
願
書
を
記
入
の
上
、
七
月
九
日

　
ま
で
に
新
潟
市
学
校
町
通
り
一
番

　
町
（
〒
九
五
一
）
新
潟
県
総
務
部

　
消
防
防
災
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

　
い
。

　
そ
の
他
／
く
わ
し
く
は
、
十
日
町

　
地
域
消
防
署
へ
（
曾
七
ー
一
五
五

　
五
番
）

小
中
学
校
教
科
書
展
示

会
の
お
知
ら
せ

　
昭
和
五
十
二
年
度
使
用
小
中
学
校

教
科
書
展
示
会
を
つ
ぎ
の
と
お
り
開

き
ま
す
。
期
日
七
月
一
日
～
十
二
日

午
前
八
時
半
～
五
時
（
土
八
時
半
～

午
後
一
時
、
日
曜
休
館
）
　
会
場
十

日
町
高
校
会
議
室
　
内
容
小
、
中
、

高
校
用
教
科
書

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▽
七
月
六
日
…
…
午
前
九
時
～
正

午
ま
で
、
幸
町
、
土
市
第
五
　
▽
七

月
九
日
…
…
午
前
九
時
～
午
後
一
時

ま
で
、
江
道
～
猿
倉
～
津
池
～
菅
沼

～
大
池
～
赤
倉
　
▽
七
月
十
三
日
…

…
午
前
九
時
半
～
午
後
一
時
半
ま
で
、

新
座
第
二
の
一
部
～
新
座
第
三
の
一

部
～
本
町
七
丁
目
の
一
部
　
▽
七
月

十
四
日
…
…
午
前
九
時
～
正
午
ま
で
、

二
子
。
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住
民
検
診
（
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
間
接
撮
影
・
血
圧
測
定
）

の
日
程

　
　
　
定
期
結
核
健
康
診
断
胸

　
　
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
と
今

　
　
年
か
ら
循
環
器
検
診
（
血

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　態　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難獺　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　灘難　　　　灘謙灘潟

圧
測
定
）
を
行
い
ま
す
の

で
該
当
者
は
必
ず
受
検
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽
該
当
者

　
十
日
町
市
内
に
在
住
す

　
る
住
民
。
　
（
た
だ
し
職

　
場
検
診
、
小
学
校
に
入

　
学
し
て
い
な
い
子
供
、

　
小
学
生
、
中
学
生
、
高

　
校
生
は
除
き
ま
す
）

▽
注
意
と
お
願
い

O
こ
の
検
診
だ
け
は
個
人

　
通
知
を
致
し
ま
す
が
、

　
個
人
通
知
の
届
か
な
い

　
方
、
職
場
で
レ
ン
ト
ゲ

　
ン
撮
影
を
実
施
し
な
い

　
所
に
勤
務
し
て
い
る
方

　
は
最
寄
り
の
会
場
で
受

　
検
し
て
く
だ
さ
い
。

○
個
人
通
知
の
注
意
事
項

　
を
良
く
お
読
み
く
だ
さ

　
い
。
ま
た
個
人
通
知
は

　
会
場
に
必
ず
持
参
く
だ

　
さ
い
Q

O
検
診
後
、
通
知
の
な

　
い
方
は
異
常
が
な
か

　
っ
た
も
の
と
ご
承
知

　
く
だ
さ
い
。
精
密
検

　
査
の
必
要
な
方
に
は

　
連
絡
い
た
し
ま
す
。

◎
年
に
一
度
は
一
家
そ

　
ろ
っ
て
健
康
診
断
を

　
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
駿
簸
雛
難
鍵
　
霧
雛
欝

　
4
日
中
条
病
院
（
北
原
）

　
　
　
　
　
　
　
　
曾
7
の
3
0
1
8
番

　
1
1
日
大
島
医
院
（
川
原
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
曾
2
の
2
9
5
7
番

　
1
8
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
町
東
）

…　
　
　
　
　
　
　
　
曾
2
の
3
2
7
6
番

……
2
5
日
十
日
町
病
院
（
高
田
町
三
南
）

　
　
　
　
　
　
　
　
曾
7
の
5
5
6
6
番

＊お願い

救急患者のために休日救急医を輪番で実施し

　ています。救急患者以外は平日に治療を受け

　てください。

月
　
日

会
　
場

実
施
時
間

対
　
象
　
地
　
区

7
月
1
2
日

　
　
（
月
）

十
日
町
中
学
校

午
前
9
時
～
1
1
時

新
座
地
区

7
月
1
3
日

　
　
（
火
）

真
田
小
学
校
午
前
9
時
～
n
時

鉢
、
中
手

名
ケ
山
小
学
校

午
後
－
時
半
～
3
時

中
平
、
名
ケ
山

7
月
1
4
日

　
　
（
水
）

鐙
島
小
学
校

午
前
午
後

9
時
～
3
時
半

南
鐙
坂
、
北
鐙
坂
、
高
島

7
月
1
5
日

　
　
（
木
）

吉
田
中
学
校
午
前
9
時
～
H
時

小
泉
、
樽
沢

吉
田
小
学
校
午
後
－
時
～
3
時

稲
葉
、
山
谷

7
月
1
6
日

　
　
（
金
）

六
箇
小

塩
之
又
分
校
午
後
－
時
～
－
時
半

塩
ノ
又

六
箇
小
学
校
午
後
2
時
～
3
時
半

中
村
、
山
谷
、
麻
畑
、
田
麦
、

ニ
ツ
屋

検3

　歳
診児

育検4
児診力
学普月
級に児

相　　　育

談　　　児

事
業
名

錯角 （207さ日月 （277さ日月 （197旦日月 （177圭日月 （87杢日月 （77杢日月 月日

2　1午
～　後

時時

1　1午
時～後
半時

2　　1午
　～時後
時　　半

109午～　前
時時

2　　1午
　～時後
時　　半

時受

間付

公十
民日
館町

公十
民日
館町

公十
民日
館町

出水
張
所 沢

出吉
張
所 田

公下
民
館 条

公中
民
館 条

会
場

生48
れ年
の　1
者月

生51
れ年
の　3
者月

に月口50
生31～年
れ日5111
たま年月
者で11

者　月　生
　ま　後
　で　　12
　の　　カ

対
象
者

全
　
　
　
域

全
域

地川井十
区治田日
二薪口工

舘大

水
沢
地
区

吉
田
地
区

下
条
地
区

中
条
地
区

参
集
区
域

く該個3
だ当人歳
さ月通6
いの知力
方が冠
はな児
おくを
いと対
でも象

育内身
児科体
学検測
級診定

相　保　身
談　育　体
　に　測
　つ　定
　い　並
　て　　び
　の　　に

備
考

台所の衛生
①調理する人は健康に気をつ
　けて、手の傷はとくに用心

　　　　輸

②台所は、すみずみまで整頓
　清潔を

③料理前にかならず手洗い

開
、
Z

、
〃ψ笏

○
－

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

－
○

　
　
3

　
　
夢脇

　
　
お

　
　
』
』

　□9号□
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市
で
は
、
市
民
の
生
涯
教
育
の
場
、

地
域
民
の
集
い
の
場
と
し
て
の
地
区

公
民
館
の
施
設
整
備
を
積
極
的
に
進

め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
川
治
地

区
公
民
館
の
改
築
工
事
に
着
手
し
ま

し
た
。

　
完
成
は
明
年
二
月

　
川
治
地
区
公
民
館
は
、
現
在
、
国

道
一
一
七
号
線
沿
い
の
山
本
地
内
に

あ
り
、
旧
川
治
村
役
場
当
時
の
建
物

の
た
め
老
朽
化
が
著
し
く
、
改
築
が

急
が
れ
て
い
ま
し
た
。

　
新
し
い
公
民
館
は
、
現
地
区
館
の

鍬
入
れ
す
る
春
日
市
長

　
7
・
1
6
河
内
町
の
建
設
現
場
で

斜
め
後
ろ
、
約
百
M
位
の
所
で
、
河

内
公
園
の
隣
り
に
あ
た
り
ま
す
。

　
完
成
は
明
年
二
月
の
予
定
で
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
、
総
事
業

費
九
千
九
百
五
十
万
円
で
急
ピ
ッ
チ

に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
老
人
い
こ
い
の
家
も
兼
ね
て

　
な
お
、
こ
の
施
設
は
「
老
人
い
こ

い
の
家
」
も
兼
ね
て
お
り
、
一
階
に

焼
物
や
木
工
、
美
術
、
ワ
ラ
細
工
な

ど
が
楽
し
め
る
工
作
室
、
二
階
に
男

女
浴
室
各
一
、
ス
テ
ー
ジ
付
三
十
帖

の
和
室
な
ど
を
配
し
て
、
特
に
お
と

し
よ
り
の
み
な
さ
ん
の
利
用
を
考
え

て
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
、
二
階
に
図
書
室
（
兼

談
話
室
）
、
事
務
室
、
三
階
に
講
堂
、

調
理
実
習
室
、
学
習
室
、
小
会
議
室

な
ど
が
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

南
中
学
校
で
も
起
工
式

　
去
る
七
月
十
六
日
、
南
中
学
校
増

築
工
事
の
起
工
式
が
現
地
で
行
わ
れ
、

現
在
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
南
中
学
校
は
、
昭
和
五
十
二
年
度

か
ら
西
小
学
校
の
卒
業
生
を
迎
え
る

た
め
、
教
室
等
施
設
の
増
築
が
急
が

れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
増
築
工
事
は
、
現
校
舎
の

西
側
、
屋
外
運
動
場
よ
り
に
、
総
工

費
七
千
五
百
三
十
三
万
円
で
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
；
ト
造
三
階
建
の
校
舎
を
建

設
す
る
も
の
で
、
明
年
七
月
頃
に
は

普
通
教
室
五
、
保
健
室
一
の
モ
ダ
ン

な
校
舎
が
お
目
見
え
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

駆
軌
舞
鰍
プ
ー
ル
完
成

　
五
月
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

た
西
小
学
校
の
プ
ー
ル
は
、
こ
の
ほ

ど
完
成
。
喜
び
の
プ
ー
ル
開
き
が
、
去

る
七
月
二
十
一
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ー
ル
は
、
総
工
費
一
千
八

百
万
円
余
り
の
P
・
C
プ
ー
ル
で
、

幅
十
三
后
、
長
さ
二
十
五
灯
の
モ
ダ

ン
な
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
馬
場
小
学
校
で
も
、
去
る

七
月
二
十
四
日
に
、
西
小
学
校
と
同

規
模
の
プ
ー
ル
が
完
成
。
新
し
い
プ

ー
ル
で
元
気
に
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
る

児
童
を
、
父
兄
の
み
な
さ
ん
が
満
足

そ
う
に
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

　
戴
》
エ
ン
予
ー
難
難
露
蜘
ご
参
蒲
を

　
叢
催
　
ユ
ー
ス
毒
漢
肇
短
翻
裸

　
　
　
　
跳
グ
鑑
叢
プ

　
期
驚
　
八
簿
燕
鎖
⑭
肇
前
八
磯

　
　
　
　
鴎
藷
五
分
～
等
後
轍
響
時

　
集
・
合
　
観
皇
隣
（
土
斎
）
錘
集
合

』
参
魏
嚢
絡
　
二
名
以
滋
禰
グ
ル

　
　
　
　
韮
プ

　
参
演
擬
、
τ
八
　
蕊
籍
開

　
寧
込
み
　
氷
涙
蓑
蔑
驚
裁
母

　
　
　
　
　
鷺
飛
ー
豊
脚
O
凶
番

富
井
議
員
が
急
逝

さ
れ
ま
し
た

　
富
井
康
則
議
員
は
、
七
月
四
日
脳

出
血
の
た
め
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

　
氏
は
、
昭
和
三
十
年
五
月
水
沢
村

議
会
議
員
に
当
選
、
以
来
、
四
十
六

年
、
五
十
年
と
市
議
に
当
選
、
二
期
目

を
迎
え
て
お
り
ま
し
た
。
議
員
在
職

中
は
、
総
務
文
教
常
任
委
員
、
苗
場

山
ろ
く
開
発
事
業
特
別
委
員
会
副
委

員
長
と
し
て
、
地
元
を
は
じ
め
、
市

民
各
層
の
衆
望
を
に
な
い
、
精
力
的

に
活
躍
い
た
し
ま
し
た
。
特
に
、
い
よ

い
よ
重
要
段
階
を
迎
え
た
苗
場
山
ろ

く
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
農
業
振
興

の
た
め
、
副
委
員
長
と
し
て
、
昼
夜
を

分
た
ぬ
活
躍
を
続
け
て
お
ら
れ
た
だ

け
に
氏
の
急
逝
が
惜
し
ま
れ
ま
す
。

こ
こ
に
、
生
前
の
ご
活
躍
を
し
の
び

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
．


